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画
凶
困

尾
張
藩
と
尾
張
徳
川
家
の
編
纂
事
業

II 

八
月

十
日

1
九
月
十
八
日

初
代
務
主
義
直
の
編
纂
事
業
か
ら
明
治
則
の
尾
張
徳
川
家
維
新
史
編
纂
所
ま
で
、
当
文
庫
に
は
、

江
戸
時
代
始
め
か
ら
の
尾
張
滞
や
尾
張
徳
川
家
に
よ
る
編
纂
武
田
や
、
編
纂
に
際
し
、
収
集
さ
れ
た
書

物
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
の
展
示
室
は
、

「
尾
張
藩
と
尾
張
徳
川
家
の
編
纂
事
業
」
を
テ

l
マ
に
、

書
を
展
示
し
、
尾
張
滞
の
文
化
政
策
と
そ
の
影
響
の
端
を
紹
介
し
ま
す
。

I
、
初
代
務
主
義
直
の
編
纂
事
業

「倣
公
御
撰
述
」
と
し
て
初
代
務
主
義
直
が
自
ら
編
し
、
ま
た

は
編
纂
を
主
導
し
た
と
さ
れ
て
き
た
持
物
は
下
記
の
よ
う
に
、
十

種
余
を
か
ぞ
え
ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
、
詐
物
か
ら
の
抜
き
芥
き

程
度
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
編
纂
の
中
心
と
な
っ
た
テ
ー
マ

は
、
義
直
に
と
っ
て
は
、
父
で
も
あ
る
徳
川
家
康
の
年
譜
、
伝
記

と
そ
れ
に
連
な
る

一
族
の
系
誠
、
神
道
研
究
、
歴
史
研
究
で
す
。

と
く
に

「神
祇
宝
山県
」
九
巻

一
O
刑
、
「
類
地
球
日
本
紀
」

一
七
四
巻

ヒ
O
叩
は
、
編
纂
の
た
め
の
調
究
が
開
始
さ
れ
た
究
永
年
間
の
は

じ
め
か
ら
正
保
三
年
（

一
六
問
六
）
の
完
成
ま
で
、

二
O
年
余
の

政
刀
が
貨
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
直
凶
七
才
に
し
て
完
成
し
た
こ

の
編
纂
事
業
は
、
彼
の
学
川
と
・文
教
政
策
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

慶
長
五
年
ご
六

O
O）、
凶
ケ
原
合
戦
の
年
に
、
家
康
の
九
男

と
し
て
誕
生
し
た
義
直
は
、

一
七
才
で
、
尾
張
滞
主
と
し
て
入
部

す
る
ま
で
、
そ
の
幼
年
期
、
少
年
期
を
、
晩
年
の
駿
府
の
家
康
の

も
と
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
家
康
の
も
と
に
は
判
、
仏
、

情
等
ジ
ャ
ン
ル
を
川
わ
ず
．
佐
れ
た
学
者
が
引
か
れ
て
お
り
、
生
米

の
気
質
に
加
え
、
こ
う
し
た
環
境
の
も
と
に
、
家
成
の
文
化
的
側

而
を
故
も
受
け
継
い
だ
引
子
と
い
わ
れ
る
性
絡
が
峨
わ
れ
て
い

つ

こ
う
し
た
蔵

た
も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
家
版
の
も
と
に
あ

っ

た
林
縦
山

ご
瓦
八
三
l

一
六
五
七
）
は
、
義
直
の
学
問
の
仰
で

あ
り
、
終
生
そ
の
学
川
と
政
策
に
影
山
斡
を
あ
た
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
総
山
と
交
遊
関
係
に
あ

っ
た
灼
合
主
権
（

一
五
ヒ

一
1

六

三
二
）
と
の
山
会
い
が
、
「
知
衆

H
木
紀
」
の
編
纂
に
つ
な
が
る
そ

の
後
の
義
直
の
膝
史
研
究
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
義
直
の
編
纂
事
業
を
－V
穴
際
に
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
た

の
は
、
旧
制
木
口
庵
ご
五
八
五

i
一
六
凹
二
）
と
い
わ
れ
、
編
纂
の

基
礎
と
な

っ
た
施
計
の
収
集
に
お
い
て
も
彼
の
来
た
し
た
役
訓
が

大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
杏
庵
は
、
山
系
成
か
ら
も
重
川
さ

れ
た
優
れ
た
学
者
で
、
す
で
に
広
品
の
浅
肝
家
に
仕
え
て
い
た
の

を
、
義
直
が
引
で
も
あ
る
浅
野
長
以
に
懇
望
し
て
尾
張
に
引
い
た

も
の
で
し
た
。

義
直
の
編
纂
事
業
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
結
果
と
し
て
実
行
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
影
響
に
も
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

編
纂
事
業
に
代
表
さ
れ
る
学
問
娠
興
の
精
神
は
、
後
の
廃
代
務
主

に
継
永
さ
れ
、
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
た
編
纂
事
業
の
手
本
と
な
り

ま
し
た
。
義
広
の
制
築
事
業
が
、
優
れ
た
資
料
に
基
づ
い
た
・災
証

主
義
的
な
一
世
の
市
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
そ
の
精
神
を
受
け

継
い
だ
編
纂
事
業
に
お
い
て
も
優
れ
た
成
栄
を
生
み
山
し
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
杏
庵
門
下
を
は
じ
め
編
纂
に
携
わ
っ
た
中
か
ら
優

秀
な
学
者
が
育
ち
、
さ
ら
に
次
代
の
編
纂
事
業
の
担
い
手
へ
と
受

け
継
が
れ
、
尾
張
に
お
け
る
学
術
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
割
に
あ
た
る
水
戸
光
聞
は
、
義
直
の
思
想、

学
問
に
傾
倒
し
、「
類
血
球
日
本
紀
」
が
、
光
閣
の
編
纂
し
た

「大
日

本
史
」
の
参
考
資
料
と
な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
義
直
の
志
向

は
、
光
聞
の
編
纂
事
業
に
も
受
け
継
が
れ
た
と
言
え
ま
す
。

義
直
の
編
纂
事
業
は
、
近
世
尾
張
の
学
術
文
化
発
展
の
基
礎
を

築
き
、
そ
の
出
発
点
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

義
直
の
主
要
編
築
物

名

正
保
三
年

一一

月
停

御
系
図

H
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容

4
許

成
功
記

（
参
河
記
）

軍
書
A
口
鑑

草
書
事
言

事
諮
志

神
道
正
宗

（巾
臣
融
抄
）

神
祇
宝
山県

初
学
文
宗

類
来
日
本
紀

（ 

成
立
年
代

正
保
三
年
、」ろ

正
保
三
年
内
川
序

正
保
三
年
二
川
作

内

容

藩 初
主 代

七 と 凹藩
月凡
十 藩九 王
六士日義
日の よ直
｝記且 の
へ日 月 一月 ~ffe 十 ポ崩
十 一 纂
七 日事
口 業

Ji 
月
一卜
四
日

月

清
和
天
皇
か
ら
家
肢
の
子
女
に
い

た
る
徳
川
家
の
系
図
。

天
文

一一

年
か
ら
慶
長

一
五
年
ま

で
の
家
康
の
編
年
事
紋
録
。

家
山
崎
の
事
総
録
。
主
に

政
治
的
記
録
中
心
。

軍

事

武
将
の
心
得
、

軍
法
書
。

戦
法
等
を
論
じ
た

2 

兵
舎
の
抜
粋
。

古
代
か
ら
の
著
名
な
合
戦
を
軍
法

上
か
ら
批
判
し
た
も
の
。

林
道
市
H

「中
医
級
」
の
注
釈
在
。

伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
、
刷
新
正
し

き
材
担
の
祭
神
を
検
証
し
た
も
の
。

生
ま
れ
て
か
ら
七

O
才
に
至
る
ま

で
の
心
得
の
計
。

神
代
か
ら
光
孝
天
皇
に
い
た
る
路

代
の
市
中
山
制
を
六
回
史
を
も
と
に
編

纂
し
た
も
の
。



H
、
様
、王
と
務
士
の
記
録

義
直
は
、
家
肢
の
年
前
と
徳
川
家
の
系
図
を
編
纂
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幕
府
の
「
寛
永
祐
家
系
図
伝
L

編
纂
に
刺
激
さ
れ
、
尾
強

務
士
の
系
耕
集
編
纂
を
明
木
口
庵
の
子
明
貞
一日
川
ご
六
二
凹
i
九
五
）

に
命
じ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
系
凶
編
纂
が
雌
ん
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
支
配
者
と
な

っ
た
大
名
、
武
士
に
と

っ
て
、
自
分
の

L

家
系
を
椛
戚
づ
け
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

義
直
の
編
纂
も
、
徳
川
家
に
よ
る
支
配
が
す
で
に
確
立
し
て
い
た

と
は
い
、
ぇ
、
家
康
の
事
績
を
顕
彰
し
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
徳
川
家

一
門
の
位
置
付
け
を
明
確
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
己

と
尾
張
徳
川
家
を
含
め
た
、
徳
川
家
に
よ
る
支
配
の
正
当
性
を
縦

認
す
る
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
社
会
は
、
家
を
単
位
と
し
て
成
立
し
て
い
ま
す
。

将
軍
、
大
名
か
ら
各
府
の
武
士
ま
で
、
支
配
階
級
の
存
続
は
、
各

家
の
繁
栄
と
存
続
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
・
米
を
単
位
と
し
た
主
従

凶
係
の
強
さ
を
強
制
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
と
も

い
え
ま
す
。
こ
う
し
た
体
制
に
お
い
て
、
路
代
務
主
と

一
族
の
記

銭
、
そ
の
滞
家
に
忠
誠
を
つ
く
す
べ
き
家
阻
の
記
録
は
、
か
れ
ら

の
支
配
を
正
当
化
し
、
結
束
を
強
化
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を

も

っ
て
い
ま
し
た
。

一
八
世
紀
後
半
以
降
、
江
戸
時
代
後
期
は
、
江
戸
時
代
初
則
に

続
く
、
系
図
を
は
じ
め
各
家
の
記
録
編
纂
の
ピ

l
ク
に
あ
た
り
ま

す
。
幕
府
は
、
克
政
元
年
（

一
七
八
九
）
、
後
に
「
党
政
重
修
諸
家

誹
」
と
な
る
大
名
、
幕
臣
の
系
結
集
の
編
纂
に
若
手
し
、
究
政

一

一
年
に
は
歴
代
将
軍
の
記
録
で
あ
る
「
御
実
記
」
（
「
徳
川
実
記
」
）

の
編
纂
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
尾
張
市
怖
が
、
秘
主
や
市
川
士
の
記
録

編
纂
に
柏
極
的
に
取
り
組
む
の
は
、

一
八
世
紀
の
半
ば
こ
ろ
か
ら

で
す
か
ら
、

一
歩
先
ん
じ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。

義
直
の
命
に
よ
り
椀
貞
高
が
編
纂
に
若
手
し
、
車
杭
の
ま
ま
中

断
し
て
い
た
務
士
の
系
都
集
が
、
延
－
U

午
凶
年
（

一
七
四
七
）
、
貞
高

の
孫
松
平
君
山
に
よ

っ
て
「
士
林
市
澗
」
と
し
て
完
成
し
て
い
ま

す
。
市
市
士
各
家
よ
り
提
出
さ
せ
た
系
品
川
町
、
助
書
を
編
纂
し
た
「
務

士
名
寄
」
の
編
纂
が
始
ま

っ
た
の
は
、
党
政
七
年
こ
ろ
か
ら
で
す
。

宝
暦
二
年
（

一
七
五
二
）
か
ら
は
、
務
主

一
肢
の
公
務
を
中
心
に

記
述
さ
れ
た
務
の
正
史
「
事
組
鉢
」
（
の
ち
に
「
御
記
録
」
「
御
日

記
」
と
な
る
）
の
編
纂
が
始
ま
り
ま
し
た
。
徳
川
家
の
系
都
編
纂

に
つ
い
て
は
、
寛
政
二
年
、
義
直
が
編
纂
し
た
形
式
を
踏
襲
し
て

九
代
宗
睦
が
計
画
、
十
代
資
制
の
代
に
完
成
し
て
い
ま
す
。

一
方、

幕
府
は
、
大
名
、
幕
臣
の
系
誹
集
の
編
纂
に
際
し
、
各
家
に
対
し

系
耕
の
提
出
を
指
示
し
ま
し
た
。
党
政
二
年
に
は
、
御
三
家
と
そ

の

一
族
、
御
三
卿
に
対
し
て
も
系
訴
の
提
出
が
指
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
尾
張
務
で
は
、
こ
れ
を
機
に
江
戸
と
名
古
屋
に
御
記
録
所
を

設
置
、
「
御
系
制
御
記
鉢
調
」
と
し
て
こ
の
編
纂
卒
業
は
、
寛
政

九
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
「
代
々
の
碑
名
之

有
る
分
、

H
i
、
著
述
等
之
有
り
候
は
ば
、
差
出
す
べ
き
U
H
」
と
い

う
大
名
、
幕
阻
に
対
し
て
山
さ
れ
た
幕
府
の
命
に
備
え
て
、
尾
張

旅
で
は
、
義
直
の
編
纂
し
た
「
神
祇
宝
典
」
「
知
血
球
日
本
紀
L

等
の

校
訂
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

一
八
世
紀
の
半
ば
に
始
ま

っ
た
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
「
部
士
名

寄
」
が
、
明
治
問
年
（

一
八
七

こ

ま
で
、
「
御
日
記
」
は
「
御
日

記
問
書
」
と
し
て
誌
永
二
年
ご
八
凹
九
）
こ
ろ
ま
で
と
、
ど
れ

も
ほ
ぼ
幕
ι川
の
終
駕
迄
つ
づ
い
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
将
軍
家
と

御
三
家
の
系
都
に
つ
い
て
は
、
究
政
則
以
降
、
幕
末
ま
で
名
家
が

共
通
の
編
纂
方
針
を
た
て
て
編
纂
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
谷

は
、
時
代
を
追
う
に
つ
れ
記
事
が
詳
制
と
な
り
、
系
訴
と
い
う
よ

り
は
、
臨
際
録
と
呼
ぶ
べ
き
内
容
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

家
の
権
威
と
持
続
性
、
将
軍
、
大
名
に
連
な
る
武
士
の
結
束
を

常
に
再
縦
認
す
る
こ
と
が
、
揺
ら
ぎ
は
じ
め
た
武
士
の
支
配
に
と

っ
て
、
重
要
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

次
凶
展
示

尾
張
市
市
と
尾
張
徳
川
家
の
編
纂
事
業

そ
の

3

地
誌
と
絵
凶
の
編
纂

~ 

Jお

U
A
i
w
A
 

そ
の

4

尾
張

x:;徳

I ! ii 
＆三家
/ 1L ~：tf; 

新
}t 
編
纂
所

U
A
i
%
 

矧来日本紀 174巻70・1111・

徳川義直編党政年間稲葉通邦筆

29.5×21. 2cm 

「如来日本紀」は、義直の主導した編

纂｛I：：のひとつ。その内容は、ネ，，，代から 9

・11u己の光孝天皇にいたる路代の事績をハ

国民：（日本詐紀・続日本紀・続日本後紀 ・

日本文徳天皇実録・日本三代’夫録）をもと

に記述したもの。ヨ｜文書は、義直編纂の原

本ではなく ~:I政JVJに稲葉通邦（尾張旅士 ・

1744～1801）が校訂した写本。この校訂

作業は、上記のように幕！ffの系耕編纂の

際に行なわれたもの。このII寺、「ネ，，，祇宝g1！」

については、河村秀根 (1723-92）があ

たっている。

指
来
日
ホ
紀
も
宇

一

制
－代上

t・烈
出
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駿河御譲本と義直・光友の収集書一ーその l尾張藩経11文庫の蔵書・蓬左文庫の蔵書：群

三／がj~ ~ < Ir• 

~1#1/· i、，

羽
叩
」

場

21仏
弟
志
義
人
’

fz手
五
月
会
事
手
主
百

川訟は
・午氏
支
偶
数
去
’
約
雪
国
同
州
凶
刊一

入
曇
鴎
押
朝
金
樽
走
’
’
人
皇

4T－武
F

九
＆
4

T
－
－
手
各
五
用
品
各
本
相

人
皇
恰
体
本
日
常
乏
人
血
相
怠
桂
木
古
沈
仏
惟
依

乏
a
事
五

日日出
J
M

よ
れ
司
哀
場
保
有
芳
都
心
金

伎
俳
仁
伊
勢
人
リ柑l
字
化
七
－
患
者
科
卒
管
急
進

新
古
今
伏
出
ぃJ
闘
に
人
、
氏
人
尚昆

A
A朝
隆
事
込

よ
食
封
ム
？
と
？
？
人
低
意
込
略
兵
事
＝
一
十

色
、
哲
司
奇
人
P
F
5
h－

zct品
l；
7
F
ι
l .. , 

-11' . 

.. 

動1£29.9×全長531.7～l,757.4cm 鎌倉Hキ代 (13世紀）写（一昔II成長年間布Ii写）
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40巻絞日本紀

（ 

27.8×20. 9cm 

巻11～40については現作品古の写本で、 13世紀後半

の写と1ff：定されている。

一方、元利 7，，三 (1621）頃から告物の鱗設や：！？写

などに義直のもとをおとずれていた角倉紫j奄は、この

金沢文庫本を校訂して：写本を作成、さらに別本と校

訂してf'・J倉本「絞日本紀」を完成した。また、この

一述の作業は、正保 3.if-(1646）に完成した義直に

よる編纂詐のひとつ「類来日本紀」編纂の一過程であ

ったものとも考えられている。

元和年間l角倉家j奄写

4 

家／~（＇が所蔵し、後に駿河岱jl線本として義直にJ!竹ら

れた金沢文庫｜円践の「続日本紀」（「日本書紀に絞く

勅撰の正史。）と｝fJtl平次が義抗にi献上した父;l<~ I奄の

:;1：：写、校訂によるタl倉本「紋日本紀」である。

この金沢文庫旧政の「続日本紀」は、~·：i'l"r山の似『

頼度 (1562～ 1610）の所蔵であったものを、慶長17

，，三 (1612）、伊豆山神社の別当手＇i'~l生若院の僧快速から

家康に献上されたものである。この｜埼すでに巻 1～

10が欠けていたため不足分を五山の仰に＂，1：：写させた。

40巻131111-*'i'c日本紀



・蓬左文庫の蔵書群 尾張藩御文庫の蔵書 ー その 1 駿河御譲本と義直 ・光友の収集書一

義直 ・ 光友の収集書に使用されている蔵書~P ~c mi記は原寸）

「修11本」 f:il記（ljl)

(33×33mm) 

「担11本」印記（乙）

(34×33mm) 

「移，，本」r:rif.c（丙）

(29×29mm) 

義直のJi:占有印。江戸H寺代には、家hRの っ て f~cの「尾防文／•II」ドIIの比率が1:·:; < 

Ji'.主 ~1::r: p と訟って理解されたこともあった。 なっている。

義直が譲り受けた「駿inf笹，，誠本」のほと ni ~cは 、 大きさ形のよく似た 2 種（ rjl

んどと、元利年rmの義直の政：；1：：・の$くに ・乙）とひとまわり小さい 1種（丙）の

この印記がある。現在当文／il!t哉の「駿河 3積がある。右のようにrpflJのみがJJ日子

御；浪本」で、このI'll記がないのは数件に しており、綱l子製の紛がついた陶製の印

すぎなし、。克永年lllJ以降の義直の政：1：：で である。判鮮に特注した出版娩との説も
「術l本」 f:P(Fp) 

は、帰I'llの比率が極めて低 くなり、代わ あるが、現在は国産税の方が有力である。
（縦3.5×繊3.5×（：：； 3. 6cm) 

'r!t＼川美術館蔵

「尾防文／I}l」印記 A (67×67mm) 

義直の収集：；1：：ーにも っとも多くみられるf:ll記である。

とくに克永NJ以降の蔵：1：：・のほとんどにこの印記があ

る。この印記は、義直の蔵：！：：ーだけに限らず、 二代光

友以降の蔵書にもみられ、光友が義直のj熊毛！ーを受け

継いだ後に探したともいわれる。 しかし、義直のH寺

代から使用されていた可能性も否定できない。とも

あれ、 「l宅防文/ijI」の命名には、家康；の 「峻i可文郎」

を手本とした義直のl；診が感じられる。

尚、 駿i可辞＂~実本も合め、義直の蔵；~：ーには 、 ほとん

ど 「御本」か 「尾防文/ij~ 」 の印記が存在するが、 光

友の蔵書では、r:11記のあるものは少ない。以後、歴

「尾版文／1｝！」印記 B (66×66mm) 

代務主の蔵書には、蔵書印記がないブJが通例のよう

である。

義直のj議：~：：ーでは、わずかな例外を除き 、 第 1 ・lilt目

巻頭にのみこの印記がある。 光友の蔵書：にある場合

は、全liltの巻頭に燦されている。印記のほとんどは、

左のわずかに大きめの印（A）である。右の印（ B）の

使用例は極めて少ないが、 この場合は、第 1lilt巻頭

に印（A）があ り、第 2lllt目以降の巻頭に印（ B）がある。

「笹112ド」 ド11と 「尾防文庫」印の使われ方の迷いに

御文庫の蔵舎の性格の変化が反映しているとも考え

られる。

- 5 -
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蓬
左
文
庫
の
蔵
書
群

尾
張
藩
御
文
庫
の
蔵
書

｜
｜
そ
の

1

駿
河
御
譲
本
と
義
直
・
光
友
の
収
集
書
｜
｜

尾
張
滞
御
文
庫
の
後
身
で
あ
る
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
は
、
す
べ
て
尾
張
部
御
文
庫
の
旧
蔵
書
と
見
ら
れ

が
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
蔵
書
の
六
制
か
ら
七
割
が
尾
張
徳
川
家
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
御
文
庫
の

蔵
官
官
が
そ
の
中
核
を
し
め
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
尾
張
徳
川
家
の
蔵
詐
は
、
す
べ
て

御
文
咋
の
蔵
書
だ
け
か
ら
成
り
立

っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
引
在
で
は
、
問
和
二
十
五
年
、

徳
川
梨
明
会
か
ら
名
古
屋
市
へ
の
移
管
後
の
政
引
け
が
三
万
点
を
越
え
て
い
る
。
蓬
左
文
庫
の
蔵
引
け
は、

様
々
な
蔵
書
群
か
ら
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
、「
蓬
左
」
の
紙
而
で
は
、
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
を
蔵
書
併
を
単
位
に
取
り
上
げ
、

物
収
集
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

ー
尾
張
滞
御
文
時
｜

下
記
の
凶
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
蓬
左
文
山
仰
の
政
4
A
H

の
中
心
は
尾
張
徳
川
家
の
成
詐
で
あ
り
、
そ
の
小
紋
を
山
め
る
の

が
、
御
文
郎
の
蔵
弁
で
あ
る
。

御
文
作
と
は
、
江
戸
時
代
名
古
屋
城
二
の
九
に
あ

っ
た
滞
の
み

物
合
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
設
立
の
時
期
は
明
餓
で
は
な
い
が
、

家
成
没
後
、
蔵
品
A
H

三
千
川
が
駿
河
御
譲
本
と
し
て
尾
張
旅
主
義
直

に
贈
ら
れ
た
元
利
年
間
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
御
文
庫
は
、

歴
代
務
主
の
書
物
収
集
を
中
心
に
規
模
を
拡
大
し
、
幕
末
期
に
は
、

五
万
点
と
推
定
さ
れ
る
全
国
諸
務
有
数
の
蔵
書
を
誇

っ
た
。

と
く
に
、
初
代
義
直
、

二
代
光
友
の
時
代
は
、
制
力
的
に
抗
日
物

の
収
集
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
内
等
は
、
約
八
割
が
、
漢
路
（
小

閑

・
朝
鮮
の
井
和
）
で
あ
る
。
問品川
H

五
経
を
始
め
と
す
る
小
凶
の

十日山県
が
、
経

・
子

・山
で
集
名
分
貯
に
師
り
な
く
集
め
ら
れ
、
伐

り
二
割
の
和
主
（
日
本
の
書
籍
）
に
つ
い
て
も
、
何
学
、
叫
股
火
、

文
学
等
の
基
本
と
な
る
4
1
H

物
が
ほ
と
ん
ど
揃
え
ら
れ
た
。
山
本
肢
の

蔵
書
を
ふ
く
め
、
義
直
、
光
友
に
い
た
る
書
物
の
収
集
は
、
御
文

庫
の
蔵
品
川
口
の
基
礎
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ー
家
印
刷
の
蔵
品
川
H

駿
河
御
識
本
｜

も
と
も
と
好
学
の
家
成
は
、
晩
年
と
く
に
文
教
政
策
に
力
を
い

れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
持
物
の
収
集
で
あ
る
。
慶
長

一
二
年
ご

蓬
左
文
庫
の
常
一H

ハ
O
七
）
、
駿
府
に
隠
居
し
た
山
本
肢
は
、
す
で
に
江
戸
城
内
に
設
ず

し
て
い
た
出
土
兄
亭
文
咋
か
ら
、
蔵
批
H

の
一
部
を
移
し
、
駿
河
文

怖
を
常
ん
だ
。
そ
の
誠
弁
は
、
山
本
版
が
採
訪
し
て
集
め
さ
せ
た
金

沢
文
附
の
川
蔵
書
、
秀
士H
の
判
鮮
山
兵
の
戦
利
品
と
し
て
も
た
ら

さ
れ
た
朝
鮮
の
催
れ
た
金
岡
市
字
印
刷
に
よ
る
持
物
を
は
じ
め
、

品
市
椛
力
者
の
蔵
品
川
H

に
相
応
し
い
品
川
物
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。
股

河
文
怖
の
政
引
一
け
は
、
約

一一
力
点
と
い
わ
れ
る
。
家
燥
の
没
後
、
こ

の
蔵
書
は
、
林
総
山
に
よ

っ
て
、
五

一
件
が
、
江
戸
の
将
軍
家
に

送
ら
れ
た
後
、
五
対
五
対
三
の
割
合
で
、
尾
張
、
水
戸
、
紀
州
の

御
三
家
に
分
配
さ
れ
た
。
尾
張
・誕
の
分
に
は
、
金
沢
文
時
川
放す一
H

が
附
件
合
ま
れ
、
名
川
が
も

っ
と
も
多
く
附
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

義
直
の
蔵
品
川
H
H鉢
に
収
鉢
さ
れ
て
い
る
駿
河
御
説
本
の
受
取
詐
に

よ
れ
ば
、
そ
の
点
数
は
、

三
六
三
件
二
八
二
六
点
（
実
際
は
三

L

ハ

じ
件
二
八
二
王
点
）
、
こ
の
内
引
必
ま
で
当
文
郎
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
の
は
、

二
王
七
件
八
七

一
点
で
あ
る
。

ー
義
直
の
書
物
収
集
の
は
じ
ま
り
｜

幼
年
期
、
少
年
則
を
駿
府
の
家
成
の
も
と
で
過
ご
し
た
義
直
に

と
っ
て
、
駿
河
文
咋
は
極
め
て
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
後
の
常
一
H

物

収
集
の
原
点
と
な

っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

義
直
の
4
A
H

物
収
集
の
始
ま
り
は
、
元
利
元
年
こ
ろ
と
み
ら
れ
る
。

党
政
則
に
作
成
さ
れ
た

M
録
に
、
「
元
利
元
年
七
川
御
山
以
上
」
と
い

名古屋市蓬た文Jo]I球評（約10万点）
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う
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
が
義
直
の
書
物
収
集
に
つ
い
て
の
も

っ
と

も
早
い
記
録
で
あ
る
。
元
和
元
年
（

一
六

一
五
）
七
月
は
、
大
坂

互
の
陣
を
終
え
た
義
直
が
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

購
入
し
た
書
物
は
、

二
八
件
二
四
五
冊
、
四
書
五
経
を
は
じ
め
と

す
る
中
国
の
古
典
、
十
米
艦
な
ど
の
日
本
の
歴
史
書
、
さ
ら
に
昨
山
県

知
な
ど
で
あ

っ
た
。

す
で
に
慶
長

一
二
年
（

一
六
O
七
）
尾
張
に
封
じ
ら
れ
て
い
た

義
直
が
、
実
際
に
名
古
屋
に
入
国
し
た
の
は
、
翌
元
和
二
年、

一

七
才
の
と
き
で
あ
る
。
義
直
の
京
都
に
お
け
る
書
物
の
購
入
は
家

康
の
股
河
文
庫
か
ら
独
立
し
て
自
身
の
文
庫
形
成
へ
の
第

一
歩
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
購
入
書
の
内
九
件
六

O
聞
は
現
在
も
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

ー
義
直
の
収
集
書
｜

元
利
元
年
こ
ろ
か
ら
収
集
を
始
め
た
義
直
の
蔵
書
は
、
同
三
年

に
贈
ら
れ
た
駿
河
御
諜
本
に
よ

っ
て
飛
躍
的
に
充
実
し
た
も
の
と

な
っ
た
。
以
後
そ
の
収
集
は
順
制
に
進
み
、
究
永
六
年
（

一
六
二

九
）
を
ピ
ー
ク
に
、
克
永
三
年
1
二
二
年
こ
ろ
に
も

っ
と
も
活
発

に
行
な
わ
れ
た
。
究
永
年
間
（

一
六
二
四
1
凶
一二
）
は
、
義
直
が

「
神
祇
宝
仙
肌
（
」
「
類
来
日
本
紀
」
等
編
集
の
た
め
の
淵
究
や
資
料
収

集
を
本
絡
的
に
開
始
し
た
時
期
に
あ
た
る
。

義
直
の
時
代
に
収
集
さ
れ
た
書
物
は
、
購
入
に
よ
る
漢
和
が
大

部
分
で
あ
る
。
長
崎
を
通
し
て
も
た
‘
り
さ
れ
た
当
時
中
国
で
出
版

ま
も
な
い
新
刊
書
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
終
分

野
に
わ
た
る
中
国
の
古
典
で
あ
り
、
後
々
ま
で
、
御
文
庫
の
基
本

書
物
と
な

っ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
利
書
に
つ
い
て
も

数
は
少
な
い
も
の
の
、
基
本
と
な
る
古
典
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。

寛
永
期
に
は
、
す
で
に
義
直
個
人
の
蔵
書
収
集
の
域
を
脱
し
、
将

来
に
耐
え
た
尾
張
務
御
文
庫
と
し
て
の
基
本
書
絡
の
収
集
が
意
図

さ
れ
て
い
た
も
の
と
言
え
る
。

一
方
、
献
上
木
も
、
そ
の
数
は
少
な
い
が
、
重
要
な
な
昧
を
持

っ
て
い
る
。
種
村
内
水
寺
か
ら
五
四
件
二
五
六
点
、
つ
い
で
角
倉

家
庵
、
平
次
税
子
の

一
二
件

一
二

O
点
、
以
下
金
地
院
山
氏
伝
、
林

縦
山
、
明
杏
庵
、
沢
庵
、
陳
元
費
等
々
と
、
献
上
し
た
人
物
の
顔

触
れ
も
多
彩
で
あ
る
。
と
く
に
、
種
村
山
門
水
寺
や
角
倉
か
ら
の
献

上
本
は
、
質
量
と
も
に
優
れ
、
引
在
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し

た
蓬
左
文
庫
の
蔵
書
群
の
ひ
と
つ
と
捕
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

種
村
山
門
水
寺
は
、
通
称
三
郎
四
郎
、
柴
間
勝
家
の
家
臣
で
伺
大

将
を
勤
め
、
勝
・
一家
滅
亡
後
は
、
剃
髪
し
て
浅
野
幸
長
の
食
客
と
な

っ
た
と
い
う
。
そ
の
経
歴
も
書
物
献
上
の
経
枠
も
許
制
は
不
明
で

あ
る
。
献
上
し
た
書
物
の
多
く
は
、
朝
鮮
版
を
合
む
漢
純
で
あ
る

が
、
和
歌
型
な
ど
の
古
写
本
も
合
ま
れ
、
当
時
の
相
当
な
蔵
書
家

で
あ

っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

次
点
の
角
倉
は
、
海
外
貿
易
や
河
川
間
発
等
に
闘
っ
た
間
人
で
、

木
的
岡
山
材
木
支
配
も
勤
め
て
い
る
。
と
く
に
素
庵
は
、
蔵
書
家
と

し
て
も
知
ら
れ
た
学
者
で
、
江
戸
初
期
を
代
表
す
る
文
化
人
の

一

人
で
あ
る
。
尾
張
入
国
後
ま
も
な
い
義
直
に
和
棋
の
廃
史
書
を
講

じ
る
な
ど
義
直
の
学
川
、
編
纂
事
業
に
大
き
な
路
斡
を
与
え
た
。

献
上
さ
れ
た
政
令
の
ほ
と
ん
ど
が
、
義
直
の
編
纂
卒
業
と
涼
く
凶

わ
っ
て
い
た
。

二
代
市
川
主
と
な

っ
た
光
友
が
、
義
直
没
後
、
そ
の
す
…u
物
を
引
継

い
だ
際
の
頂
か
り
す
一
n
に
よ
れ
ば
義
直
の
時
代
に
収
集
さ
れ
書
物
は
、

一
五

一
山
間
点
（
駿
河
御
識
本
を
合
む
）
、
た
だ
し
、
江
戸
に
置
か

れ
て
い
た
分
を
合
わ
せ
る
と
、
約

一
万
九
千
点
と
も
い
わ
れ
る
。

現
在
も
当
文
庫
に
伝
わ
る
義
直
期
の
収
集
書
は
、
約

一
万
点
で
あ

フ
Q

。
ー
御
文
庫
の
基
礎
の
確
立

光
友
の
時
代
の
書
物
の
収
集
は
、
義
直
則
の
方
針
と
大
き
な
変

化
は
な
い
。
巾
固
か
ら
流
入
す
る
新
刊
書
を
柏
極
的
に
購
入
し
て

い
る
。
た
だ
し
、

中
国
の
画
諮
は
じ
め
絵
画
、
書
道
凶
係
の
4
1
H

物

を
特
徴
と
し
、
利
引
け
で
は
、
和
歌
書
や
古
典
の
注
釈
す
…円
に
名
門
聞
が

多
い
な
ど
、
武
将
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
文
化
人
と
し
て
も
洗
練

さ
れ
た
教
義
を
身
に
つ
け
た
光
友
の
佃
性
の
反
映
も
伺
わ
れ
る
。

記
録
に
よ
れ
ば
、
光
友
の
時
代
に
収
集
さ
れ
た
書
物
は
、

＝
二

八
件
四

O
九

一
点
、
こ
の
内
三
分
の
こ
は
、
現
在
も
蓬
左
文
防
放

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
光
友
の
時
代
に
は
、
様
々
な
点
で
御
文
庫
の
機
構

務
怖
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
万
治
元
年
（

一
六
五
八
）
、
書
物
奉
行

が
山
十
旧
か
れ
、
初
め
て
職
制
上
専
任
の
役
職
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の

l 

後
、
書
物
合
が
新
築
さ
れ
、
以
後
こ
れ
が

一
般
に
「
御
文
庫
」
と

よ
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
書
物
倉
に
は
、
駿
河
御
譲
本
、
お

よ
び
義
直
は
じ
め
歴
代
滞
主
の
蔵
書
が
納
め
ら
れ
、
武
田
物
奉
行
の

管
理
下
に
置
か
れ
た
。
一

方
、
当
代
の
務
主
が
使
用
す
る
書
籍
に

つ
い
て
は
、
後
に
「
奥
御
文
庫
」
「
御
側
御
文
庫
」
と
呼
ば
れ
た
別

の
書
物
企
に
納
め
ら
れ
、
務
主
の
側
近
に
よ

っ
て
管
理
さ
れ
る
こ

と
と
な

っ
て
い
る
。

尾
張
務
の
御
文
庫
は
、
光
友
の
時
代
ま
で
に
、
蔵
書
に
限
ら
ず

様
々
な
点
で
、
基
礎
造
り
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
遂
左
」
五

一
サ
ぬ
総
記
事
参
考
文
献

・
附
係
文
献
（
順
不
同
）

山
本
祐
子

「
尾
張
諸
問
「
御
文
庫
」
に
つ
い
て
（

一
）

義

直

・
光

友
の
蔵
芥
を
小
心
に
｜
」
（
「
名
古
屋
市
防
物
館
研
究
紀
要
」
八
）

一
九
八
王

跡
部
佳
子

「
徳
川
義
直
家
距
同
形
成
に
つ
い
て
の
考
察
（
七
）

｜
義
直
の
文
治
医
僚
｜
」
（
「
令
一銑
鍛
芥
」
九
）

一
九
八
凶

吉
岡
兵
之
「
一
途
左
文
庫
版
「
角
倉
本
絞
日
本
紀
」
の
訪
問
題
」

（「統
H
本
紀
研
究
」

二
五
問
）

一
九
八
六

同
「
蓬
左
文
庫
本
続
日
本
紀
解
題
」
（
八
木
市
川
店
刊
）

「
続
日
本
紀
蓬
・万
一文
庫
」
五

一
九
九
三

川
辺
裕
「
「
類
来
日
本
紀
」
の
成
立
」
（
「
神
道
史
研
究
」

一
八
｜
四）

一
九
七
O

同
「
徳
川
義
直
の
撰
述
書
目
」
上
一・下
（
「
芸
林
」

一
八

一
・

一一
）

一
九
六
七

川
瀬

一
局
「
駿
河
御
設
本
の
研
究
」
（
「
書
誌
学
」
通
巻
第

二
ハ回す）

一
九
三
間

一制
升
保
「
江
戸
幕
府
編
築
物
解
説
編
」
抑
松
堂
品
川
H

店
刊

一
九

八
三

内
村
時
彦
「
尾
張
倣
公
」
名
古
展
開
府
三
百
年
紀
念
会

一
九
一
O

「
尾
張
徳
川
家
系
税
制
肝
組
」
（
名
古
屋
市
教
行
委
員
会
刊
「
名
古

泌
叢
芥
三一
編
」
二

一
九
八
八

「
蓬
左
」
第

一
・
一一
凶

・
二
八

・

『
ぃ
・
卜
M

4

E

寸’
’・寸’
’
－

7 

ニ二

・
凶
四
号

一
九
八

O
l



．表紙さまざま （表紙口絵解説）

表
紙
の
写
真
は
、
義
直
の
編
築
物
の
ひ
と

つ

「神

祇
宝
典
」
の
表
紙
で
あ
る
。
牡
丹
、
菊
、
梅
の
唐
草

模
様
を
織
り
だ
し
た
錦
に
、
表
題
の
文
字
は
、
紫
の

縫
い
と
り
に
よ

っ
て
拙
か
れ
て
い
る。

「山
中氏
主
t
、
立
、「
H

A
K

ヨ
k
p
己
「

「
Hr－；
f

ヨ
市川
乙

I

1
Mク
E

4

3亦
」

咋
V
4
1認

」

と
並
ん
で
、
義
直
が
と
く
に
力
を
入
れ
た
編
築
物
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
全
国
の
由
緒
あ
る

神
社
の
祭
神
を
、「
六
国
史
」
等
の
資
料
に
よ

っ
て
検

証
し
た
も
の
で
あ
り
、
疑
わ
し
い
神
社
を
排
除
す
る

な
図
も
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、
義
直

は
、
凱
…
問
神
宮
、
伊
勢
神
宮
、
津
島
神
社
等
の
実
地

調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
故
初
の
調
査
と
見
ら
れ

る
熱
同
神
宮
の
調
査
が
究
永
元
年
ご
六
二
四
）
、
正

保
三
年
（

一
六
四
六
）

の
完
成
ま
で
二
十
二
年
の
歳

月
が
費
や
さ
れ
た
。

本
書
の
編
纂
に
お
い
て
も
、

そ
の
主
導
的
役
割
を

雌1

桜一「γ
お

いJJ
Z
卒
中
手
催
中
十
’ぇ

Z

I
l
lパ
バ
引
什
吋
ー
ー
ー
イ
l
i
l
A
i
Ju
l
ペパペ
I
l
l
I
l
l
i
t－
－
－
－

令
バ
時
間
金
子
品
叶

・丸
，F
A
戸
乱
d
持
品
え
え
えヘ
V

4
オ
J

晶
、丸
井
乳
北
九
叶
骨
品
、我
え
半
本
舟
拘
倖

i
l
l
l
i－
－
I
l
l1
1
1
1パ
I
l
l
i－
－
－

I
l
li
－

－
－
ー
オ
ペ
l
汁
J
リ
lパ
U
1
1

琳
ふ
人

a
、官、沖
L
恥

明
－4
4
A
4γす
え
氷
雪

k
．は

冶
二

－
－

J1川
1
4
叶｜
｜
什
川
B
l
i
l

－
ti
t
i
l－
－
1
1
1汁
け
I
l－
－

u引
パ
｜
－
川
↑－

h
宇

治

W
4
可
・
怜
崎
品
、
秋
〆浩

史
？a
明
快
氏
九
州
H
仇
一死

椅

正

一間十
一一
j
d

o
Jゑ
廟

‘．，、

．

長

崎
1
a別
世

d

－

J

《’

a・vt
k

t

’r
6
p

u

’

＆・”

、貯
水
l
北
ツ
ャ
手

ιi不全
北

｛玉神祇

明
十合
庵
で
あ

っ
た
。
木口
山崎
の
調
主

一
宮
其
清
田
神
社
の
棟
札
に
残
さ
れ
て

い
る
。
序
文
は
、
林
縦
山
が
義
直
の
な
志
を
汲
ん
で

執
筆
、
使
用
さ
れ
た
用
紙
は
、
当
時
す
で
に
故
人
と

な
っ

て
い
た
角
倉
素
庵
が
、
そ
の
出
版
事
業
に
問
い

た
問
紙
と
同
じ
も
の
で
あ
る。

誰
の
演
出
に
よ
る
も

の
か
、
本
書
に
は
、

奇
し
く
も
義
直
の
学
問
と
文
教

政
策
に
彬
響
を
与
え
た
三
人
が
顔
を
揃
え
た
こ
と
と

作
す
令
。

巣
た
し
た
の
は、

の
足
跡
が
、

大
判
の
書
物
に
よ
く
似
合
う
表
紙
の
錦
は
、
同
じ

く
義
直
の
編
纂
し
た

「御
年
諮
」
（
家
康
の
年
秘
）
に

も
使
用
さ
れ
、

中
国
か
ら
の
輸
入
品
と
い
う
説
も
あ

日
本
の
古
代
史
や
、
神
道
に
強
い
関

心
を
示
す
と
と
も
に
、

中
国
文
化
に
対
す
る
憧
れ
も

強
か

っ
た
。
本
書
は
様
々
な
な
昧
で
義
直
と
い
う
人

物
を
初
御
と
さ
せ
る
書
物
で
あ
る。

る
。
義
直
は

’a
f

A
h戸
、

Ma
l
k
・

普

昔
ノ
ゑ
…
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大 •；·；• .rn より

J R iJ• 央線「大竹似」ド •I i 、 I判llより従"!J-""10分
万三展
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